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 この資料については、令和４年度四万十町教育委員会自己点検・自己評価報告書に記載

した事項を補足するために取りまとめたものです。 

 そのため、報告書に記載している事項全てに係るものではなく、補足すべき事項を抜粋

し作成しています。 

１ 教育委員会の活動 

(１) 教育委員会の会議の運営改善  

① 教育委員会会議の開催 

定例会 

 

教育委員会 開催日 
審議した内容（議案等） 

承認 議案 協議 報告 その他 

４月定例会 ４月 １２日 ４ ２ ２ ４  

５月定例会 ５月 １３日 ４ ３  ３ ３ 

６月定例会 ６月 ７日 ４ ６   ３ 

７月定例会 ７月 １２日 ２ ２   ７ 

８月定例会 ８月 ９日  ３ １ １ １ 

９月定例会 ９月 １３日  ４  ３ ４ 

１０月定例会 １０月 １１日  １  ２ ３ 

１１月定例会 １１月 ８日  ８  ２ １ 

１２月定例会 １２月 ６日 １ ３ １ １ ４ 

１月定例会 １月 １３日  ７  ４ ２ 

２月定例会 ２月 １４日 ２ １１  ６ ３ 

３月定例会 ３月 ７日  １２  ３  

臨時会 
３月臨時会 ３月 １日 １ ３    

３月臨時会 ３月 ２０日 ２ ５  １  

   ２０ ７０ ４ ３０ ３１ 

 

(３) 教育委員の自己研鑽  

 ① 研修会への参加状況 

 開催（実施）日 内  容 

参加した 

研修会等 

４月 １日 校長・教頭・主幹教諭合同会 

４月 １１日 高岡地区市町村教育委員会連合会 総会 

４月 ２５日 四万十町学校関係職員研修会 

７月 ７日 高岡地区市町村教育委員会連合会 教育支援部会 

７月 ８日 高岡地区市町村教育委員会連合会 教育委員夏季研修 

９月 ２９日 高岡地区市町村教育委員会連合会 教育支援部会 

１０月 １４日 高知県市町村教育委員会連合会 研修会 

１０月 
２７日 

２８日 

第 69 回全国社会教育研究大会 広島大会 

令和 4 年度中国四国地区社会教育研究大会 

１１月 ８日 高岡地区市町村教育委員会連合会 教育委員秋季研修 

１１月 ２２日 高岡地区市町村教育委員会連合会 教育支援部会 

１月 １３日 新任教育委員研修会 
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参加した 

研修会等 

１月 ２７日 高岡地区市町村教育委員会連合会 理事会 

２月 ６日 夢・志を育む学級運営実践研究事業 研修会 

２月 ９日 高知県市町村教育委員会連合会 定期総会 

２月 ２０日 高岡地区市町村教育委員会連合会 教育支援部会 

参加した 

行事等 

１月 ２日 二十歳の集い 

３月 ２２日 令和４年度教育委員会表彰 授与式 

（備 考） 

 

 (４) 学校及び教育施設に対する支援・条件整備 

 ① 学校訪問 

実施日 訪問した学校数 内  容 

６月 １日 小学校：２校、中学校：１校 教育長、教育委員、事務局職員（研究所及び学校

事務支援室の職員を含む。）が各校を訪問し、授

業参観、管理職等との「教科の学力・児童生徒の

支援・組織力向上の取組」を中心とした協議等を

行った。 

６月 ３日 小学校：２校、中学校：１校 

６月 ２２日 小学校：３校 

７月 ６日 小学校：２校、中学校：１校 

９月 ３０日 小学校：３校 

（備 考） 

例年、出席していた「卒業式」、「運動会」、「体育祭」については、令和３年度に引き続

き新型コロナウイルス感染症の感染拡大に配慮し、出席しなかった。 

 

 ② 所管施設訪問 

実施日 訪問した施設 内  容 

７月 ２５日 
保育所：２園 

旧小鳩保育所 

教育長、教育委員、事務局職員（研究所の職員を

含む。）が各施設を訪問し、所長等から運営等の

概要説明を受けた。また、施設見学なども行った。 

７月 ２９日 保育所：２園 

８月 ２日 

保育所：３園 

子育て支援センター 

教育研究所 

少年補導センター 

８月 ３日 保育所：２園 

８月 ５日 

保育所：１園 

認定こども園：1園 

学校給食センター 

（備 考） 

本年度は初めて、旧小鳩保育所を訪問し、図書・情報・集いの場として、また、園庭は地域

の公園として活用されている状況を視察した。 
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２ 教育委員会が管理・執行する事務   

（３） 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 

規 則 

５本 

教育委員会規則 制定した規則 ： １本 

令和５年第４号 
独立行政法人日本スポーツ振興センター共済掛金に関する規

則 

教育委員会規則 改正した規則 ： ３本（一部改正） 

令和４年第４号 四万十町立学校管理運営規則 

令和５年第１号 四万十町立学校給食センター管理規則 

令和５年第３号 四万十町教育研究所管理規則 

教育委員会規則 廃止した規則 ： １本 

令和５年第２号 四万十町こども支援センター規則 

細 則 

１本 

教育長訓令 改正した細則 ： １本（一部改正） 

令和４年第９号 四万十町立学校管理運営規則施行細則 

規 程 

１本 

教育長訓令 改正した規程 ： １本（一部改正） 

令和４年第８号 
四万十町教育委員会教育長の権限に属する事務の一部を学校

長等に事務委任する規程 

要 綱 

１０本 

教育委員会告示 制定した要綱 ： ２本 

令和４年第１５号 四万十町生涯読書活動推進計画策定委員会設置要綱 

令和４年第１６号 四万十町学習用情報機器の貸与に関する取扱要綱 

教育長訓令 制定した要綱 ： ２本 

令和５年第１号 
四万十町立学校事務職員の標準的な職務の内容、その他事務

職員の職務の遂行に関する要綱 

令和５年第２号 四万十町部活動改革推進委員会設置要綱 

教育委員会告示 改正した要綱 ： ３本（一部改正） 

令和４年第１号 
四万十町立小中学校の修学旅行中止等に伴う保護者負担支援

補助金交付要綱 

令和４年第２号 四万十町中学生海外研修事業費補助金交付要綱 

令和４年第３号 四万十町放課後子ども教室開設事業実施要綱 

教育長告示 改正した要綱 ： ２本（一部改正） 

令和４年第１０号 四万十町学校教育振興事業及び生涯学習事業補助金交付要綱 

令和５年第５号 四万十町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱 

教育長訓令 廃止した要綱 ： １本 

令和５年第３号 四万十町運動部活動改革推進委員会設置要綱 

要 領 

１本 

教育長告示 廃止した要領 ： １本 

令和４年第１２号 四万十町スポーツ大会等参加支援事業に係る補助金交付要領 

（備 考） 
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（７） 法第２９条に規定する意見の申出に関すること。 

条 例  なし 

  予 算 

６月議会 ： ６月補正予算 

９月議会 ： ９月補正予算 

１２月議会 ：１２月補正予算 

３月議会 ： ３月補正予算、令和５年度当初予算  

工事請負契約 ５０，０００千円以上のもの ： なし 

（備 考） 
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３ 教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務  

(１) 学校教育に関すること。 

① 学力の定着及び向上   

Ⅰ 教材、指導方法、指導形態の開発や改善  

１） 学力学習状況等調査（全国学力・学習状況調

査、高知県学力定着状況調査）、学力到達度把握

事業（標準学力検査）の実施・分析 

予算額 

1,001 千円 

決算額 

985,052 円 

（現在の実施状況） 

  全小中学校で全国学力・学習状況調査、高知県学力定着状況調査、標準学力検査を実施

し、結果の分析をもとに学力の定着と向上の取組が行われた。 

・ 全国学力・学習状況調査 ： 令和４年 ４月１９日  実施 

     中学校 ３年生   ： 国語、数学、理科（３教科） 

小学校 ６年生   ： 国語、算数、理科（３教科） 

・ 高知県学力定着状況調査 ： 令和４年１２月７・８日 実施 

    中学校 １・２年生 ： 国語、社会、数学、理科、英語（５教科） 

    小学校 ４年生   ： 国語、算数（２教科） 

        ５年生   ： 国語、算数、理科（３教科） 

・ 学力到達度把握事業（標準学力検査） ： 小学校 令和５年１月１１・１２日 実施 

                     中学校 令和４年４月１３・１４日 実施 

中学校 全学年   ： 国語、社会、数学、理科、英語（５教科）  

小学校 １・２年生 ： 国語、算数（２教科） 

    ３年生   ： 国語、算数、理科（３教科） 

４年生   ： 理科（１教科） 

６年生   ： 国語、算数、理科（３教科） 

※ 高知県学力定着状況調査と重複する学年・教科は未実施 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】（標準学力検査は平成１９年度） 

 

２） Ｑ―Ｕ・hyper-ＱＵ（楽しい学校生活を送るた

めのアンケート）の実施・分析 

予算額 

521 千円 

決算額 

444,790 円 

（現在の実施状況） 

町内小中学校の児童生徒を対象に、Ｑ－Ｕ、hyper-ＱＵを実施した。 

・ Ｑ－Ｕ   ： 町内小学校で実施（２回） 

・ hyper-ＱＵ ： 町内中学校で実施（２回） 

調査結果について、各校でデータ分析を行い、それぞれの課題に応じた取組が行われた。 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

３） 外国語教育推進事業（ＧＴＥＣ スコア型英語

４技能検定） 

予算額 

1,045 千円 

決算額 

844,150 円 

（現在の実施状況） 

小学６年生、中学２年生を対象にＧＴＥＣ（「聞く」「話す」「読む」「書く」の４技能 
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の力を測定）の実施により、明確となった課題をもとに、学力向上のための手立てを構築

し、小中の英語教育の円滑な接続を図った。 

小学校英語専科の公開授業は、新型コロナウイルス感染症の影響により、参加者を限定し

ての実施となった。 

講師招聘による技能検定の結果等に基づく小中学校の英語担当による研修会は、オンライ

ンで実施した。 

研修会を通して、各校の成果と課題や小・中学校で取り組むべき課題など、共通理解を図

ることができた。 

本年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、先進校視察は実施できなかった。 

（備 考）【事業開始年度：令和元年度】 

 

４） 中高一貫教育推進事業（県指定事業・町単独

予算事業） 

予算額 

500 千円 

決算額 

312,339 円 

（現在の実施状況） 

  大正・十和地域では、中高一貫教育推進協議会において、中学校と高等学校間で、数学・

英語・国語・音楽・美術等の相互教員交流が行われている。また、同協議会には、国語・社

会・数学・理科・英語・進路指導・養護の部会が設置されており、国語・社会・数学・理

科・英語の部会では、中学３年生を対象に共通テストを実施し、結果の分析を行っている。 

理科部会では、水質調査等をはじめとした環境に関する学習も実施した。 

中高の教員が各部会に分かれ、公開授業を行い、学力向上に向けての取組を行った。 

例年実施している「ふるさと学習発表会」は、新型コロナウイス感染症の影響により実施

できなかった。 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 加配教員２名（大正中学校１名、十川中学校１名） 

  

５） 理科教育振興事業 
予算額 

1,300 千円 

決算額 

 1,161,120 円 

（現在の実施状況）  

  理科、算数、数学に関する教育を実施するために必要な設備の整備を行った。 

  ① 七里小学校 ：  １５３，０００円  ② 米奥小学校 ： １３８，０００円 

  ③ 窪川小学校 ：  ２１８，０００円  ④ 昭和小学校 ： １３９，０００円 

⑤ 大正中学校 ：  ５１３，１２０円   

  合 計  ： １，１６１，１２０円 

※ うち理科教育設備整備費等補助金 ５８０，０００円（１/２国庫補助） 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】  

 

６） 教育研究活動 
予算額 

100 千円 

決算額 

100,000 円 

（現在の実施状況） 

学力の現状分析・研究を実施した。また、教育研究所研究協力校２校（七里小学校、田

野々小学校）を指定し、学校現場での実践研究を実施した。 

6



研究員が「ＩＣＴの効果的活用における情報活用能力の育成と、個別最適化された質の高

い学びの研究」に関するテーマを設定し、町内の小中学校におけるＩＣＴ活用方法等の情報

提供や教材の提案等を行った。また、各校で目安にしてもらえるように児童生徒のプログラ

ミング学習を中心とした四万十町版情報活用能力系統表を作成した。 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

７） 学習支援員配置事業 
予算額 

415 千円 

決算額 

263,438 円 

（現在の実施状況） 

学習支援員は、配置校において放課後に実施した加力学習等での支援を行った。また、そ

れぞれの児童の状況に応じた支援を行った。 

    学習支援員の配置校と配置人数    興津小学校 ： １人 

（備 考）【事業開始年度：平成２７年度】  

  

８） 夢・志を育む学級運営のための実践研究事業

（夢プロ）の推進 

予算額 

1,243 千円 

決算額 

935,000 円 

（現在の実施状況） 

 学級活動を基軸とした特別活動の研究を全ての小中学校で行うことにより、魅力ある学校・

学級づくりを組織的に進め、子どもたちの健やかな育ちを目的とした事業で、令和３年度より

四万十町全域（全校）地域指定となった。 

 町内全小中学校（１５校）の研究や取組をまとめた実践事例集を作成した。 

高知県教育委員会事務局人権教育・児童生徒課の指導主事、中部教育事務所の指導主事、國

學院大学人間開発学部 杉田 洋教授を講師として招聘しての講話やグループ協議を行った。 

各校の校内研修や研究授業の際には、町の推進リーダーを派遣した。１２月に田野々小学

校、２月に大正中学校が公開授業研修会を実施した。 

（備 考）【事業開始年度：令和３年度】  

 

Ⅱ 校内研究体制の確立及び校内研修の活性化 

１） 地域教育推進事業（校内研究支援事業） 
予算額 

3,999 千円 

決算額  

1,493,800 円 

（現在の実施状況） 

  各校が独自に取り組む研究（講師招聘による研修会・先進校視察研修・学力向上につなが

る取組など）について、事前に校長ヒアリングを実施し、予算の範囲内で支援を行った。 

事業実施校・実施額 

学校名 実施額 学校名 実施額 

仁井田小学校 75,400 円 田野々小学校 170,830 円 

影野小学校 88,660 円 北ノ川小学校                                            60,729 円 

七里小学校 128,360 円 十川小学校 206,625 円 

米奥小学校 159,510 円 昭和小学校 98,695 円 

窪川小学校 108,250 円 窪川中学校 140,670 円 
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川口小学校 0 円 大正中学校 95,984 円 

東又小学校 160,087 円 十川中学校 0 円 

興津小学校 0 円   

合  計 １，４９３，８００円 

（備 考）【事業開始年度：平成２１年度】 

  各校において、この事業を活用し実施することとなっていた「先進校視察研修」、「講師

招聘」は、令和３年度と同じく新型コロナウイルス感染症の影響により、計画どおり実施で

きなかった学校があった。 

 

２） 県学校支援訪問等連携・支援 （授業改善プ

ラン訪問含む。） 

予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

中部教育事務所の学校支援訪問は、１５校中１１校から希望があり、希望校には年間１回

以上の訪問があった。 

 授業改善プランに係る学校訪問が滞りなく行えるよう、事務処理を適切に行った。 

中部教育事務所の指導主事中心に、小中学校の授業改善等への具体的支援・指導を行って

いただいた。 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

Ⅲ 学校経営の充実 

１） 定例校長会 
予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

  毎月１回開催し、情報共有・協議・意見交換などを行った。 

  必要に応じて、臨時校長会を開催した。 

     年間開催回数 

       定例会 ： １１回     臨時会 ： １回 

※ 毎回、教職員の服務規律の確保について、学校全体で取り組むよう徹底した。また、

新型コロナウイルス感染症対策の徹底等も行った 

（備 考）  

 

２） 学校運営協議会 （コミュニティスクール） 
予算額 

545 千円 

決算額 

388,164 円 

（現在の実施状況） 

 米奥小学校と影野小学校に本協議会を設置し、活動を行っている。 

 地域の教育力・教育的財産を活用した活動を行うとともに学校・地域の活動に参加するな

ど、小規模校ならではの特色ある学校づくりを推進している。 

  令和 5 年度末までに、令和６年度統合予定校を除く全ての小中学校への設置を目指す。 

（備 考）【事業開始年度：平成２１年度】  
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３） 働き方改革の推進  
予算額 

300 千円 

決算額 

5,970 円 

（現在の実施状況） 

休暇取得の推進と業務の負担軽減のため、令和３年度から夏季休業期間中の学校閉庁日を

１６日間（毎年８月５日～２０日）に拡大するとともに、中学校における部活動の休養日

（平日週 1 日、土日の内 1 日）を実施している。また、出勤簿の押印の廃止、校務支援シス

テムの効果的な活用による事務処理の簡素化にも取り組んでいる。 

本年度は、連絡アプリ「すぐーる」を導入し、保護者等への連絡調整などの事務効率が向

上した。 

学校徴収金事務の削減につながる、副教材費の町費負担についての検討を行った。（令和

５年度より、子育て支援策として実施することが決定した。） 

上記の取組の推進等のため、四万十町立小中学校教職員働き方改革推進委員会を年間３回

開催した。 

（備 考）【事業開始年度：令和２年度】  

 

Ⅳ 小小・小中連携推進事業  

１） 小小・小中連携推進事業 
予算額 

170 千円 

決算額 

6,300 円 

（現在の実施状況） 

全体会としての「四万十町小小・小中連携教育推進協議会」・「実践交流会」と各中学 

校区に「中学校区小小・小中連携教育推進部会」を組織し、各中学校区の連携教育が一層充

実するよう小中学校全教職員の理解を図り、取組を推進している。本年度は、特別活動を中

心に取組を推進した。 

（備 考）【事業開始年度：平成２７年度】  

 

Ⅴ ＩＣＴ（情報通信技術）機器の利活用等 

１） ＩＣＴ教育推進事業 

予算額 

70,717 千円 

令和 3年度繰越 

11,858 千円 

決算額 

65,544,908 円 

令和 3年度繰越 

11,858,000 円 

（現在の実施状況） 

本町では、平成２２年度から、ＩＣＴ機器を導入し、子どもたちが共に学びあい、深い学

びにつなげる取組を行っている。 

また、国が進めるＧＩＧＡスクール構想の理念に沿ってさらに取組を進めた。 

・ 以前から配置しているＩＣＴサポーターを中心に、機器のトラブル対応と操作支援を

行った。 

・ 校務支援システムやデジタル教科書及び授業支援ソフトの活用を図った。 

・ 国が推進するＧＩＧＡスクール構想の理念に基づき、全小中学校にタブレット端末と

充電保管庫をはじめ、授業に必要なＩＣＴ環境の整備を行った。本年度、小学校１・２

年生を含む１人１台の整備（Ｒ３繰越）が完了した。 
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・ 学習支援ツール「ロイロノート・スクール」のライセンス（児童生徒・教職員用）を

整備した。 

・ タブレット端末の日常的な活用に向けて、インターネット環境のない家庭への通信機

器の貸出を行い、持ち帰り学習ができる環境を整備した。 

・ 関係機関と連携しながら、今後３年間で町内の小中学校で推進するＩＣＴ教育の方向

性（施策、基本方針及び基本目標）を明確に示す「四万十町ＩＣＴ教育推進計画」を策

定した。 

（備 考）【事業開始年度：平成 22 年度】 

平成２２年度  ： 総務省「地域雇用創造ＩＣＴ絆プロジェクト（教育情報化事業）」を

活用し、機器を整備 

平成２３年度～ ： ＩＣＴサポーターの配置  

令和２年度～  ： 国の「ＧＩＧＡスクール構想」 

 

Ⅵ 開かれた教室・学校・教育委員会 

１） 学校評価 
予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

四万十町立学校管理運営規則により、「学校の自己評価」の実施とその結果についての公

表を義務付けている。 

また、同規則において、「学校の自己評価」の結果を踏まえた「学校関係者評価」の実施

と公表については、努力義務としている。 

「学校の自己評価」と「学校関係者評価」の結果については、教育委員会への報告を義務

付けている。 

「学校の自己評価」、「学校関係者評価」とも、全小中学校で実施されている。 

（備 考） 

 

② 特別支援教育の推進 

Ⅰ 適正就学の確立  

１） 就学指導事務 （就学時検診・就学等教育支

援委員会含む。） 

予算額 

71 千円 

決算額 

40,205 円 

（現在の実施状況） 

特別支援学級の設置状況 

  小学校 ： １１校・１６学級（在籍 ： ２９名） 

中学校 ：  ２校・ ４学級（在籍 ： １１名） 

 就学等教育支援委員会を行い障害のある児童生徒の就学指導を行った。 

 発達特性があると推察される児童生徒に対し、教育相談を実施し、適切な就学について確

認を行った。 

保育所・認定こども園と小学校間の連絡・連携、福祉機関との連携により、就学前の児童

の状況把握に努めている。 

教育研究所支援チームと連携し、年間を通じて児童生徒の情報収集、観察等、体制の充実

に努めている。 
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（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

Ⅱ 特別支援教育の推進 

１） 特別支援教育支援員配置事業 
予算額 

68,687 千円 

決算額 

68,338,095 円 

（現在の実施状況） 

  各校からの配置要望を受け、事務局で協議（校長ヒアリングを実施）を行い、適切な支援

が行えるよう特別支援教育支援員を配置し、それぞれの児童生徒に応じた支援を行った。 

    配置人数    小学校 ： ３０名（１１校） 

             中学校 ：  ６名（ ２校） 

              計  ： ３６名（１３校） 

（備 考）【事業開始年度：平成１９年度】 

  

２） 教育相談員派遣事業等 
予算額 

県対応 

決算額 

県対応 

（現在の実施状況） 

  教育相談員派遣事業 

特別な教育的支援を要する就学前の児童、小中学校に在籍する児童生徒、保護者

に対し、県立特別支援学校から教育相談担当者を派遣していただき、適切な就学・

学びの場の柔軟な見直し・進路選択が円滑に行なわれるよう教育相談を実施した。 

       教育相談件数   保育所（３所） ：  ３件  

小学校（４校） ： １４件 

中学校（１校） ：  ２件 

外部専門家を活用した支援体制充実事業 

発達障害等、特別な支援を要する就学前の児童、小中学校に在籍する児童生徒に

対し、県教育委員会から専門知識・経験を持つ巡回相談員を派遣していただき、特

性に応じた適切な指導・支援の充実を図った。 

巡回相談件数  保育所（６所） ：  ６件  

小学校（４校） ：  ６件 

中学校（０校） ：  ０件 

（備 考） 

 

３） 特別支援教育就学奨励金給付事業 
予算額 

829 千円 

決算額 

772,123 円 

（現在の実施状況） 

 小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対し、学用品費等の経済的支援を

行った。 

    給付件数 ： ２８件 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 
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③ 支援を要する子ども・家庭等への支援 

Ⅰ 教育相談活動の拡充 

１） 教育相談員活動 
予算額 

3,311 千円 

決算額 

3,285,784 円 

（現在の実施状況） 

  教育相談員（２名）が窪川地域と十和・大正地域を分担して相談活動を行っている。 

不登校については、学校・教育支援センターと連携しながら、家庭訪問等により登校を支

援するとともに、教育支援センター各教室に通うよう促している。 

中学校卒業後に進路が決定していない子どもにも関わり、進路や就職に向けての相談や情

報提供など自立を目指した支援を行っている。 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

２） スクールカウンセラー活用事業 （県指定事

業） 

予算額 

県対応 

決算額 

県対応 

（現在の実施状況） 

  県教育委員会から派遣されたスクールカウンセラーを町内の全ての小中学校（１５校）に

配置し、児童生徒、保護者、教職員に対するカウンセリング、助言・援助を実施した。 

（備 考） 

 

３） 要・準要保護就学援助 
予算額 

12,504 千円 

決算額 

10,886,990 円 

（現在の実施状況） 

学用品費等の援助件数（支給件数） 

要保護児童生徒  ：   ２件 

準要保護児童生徒 ： ２００件 

  新入学用品費の援助件数（支給件数） 

（入学前（令和３年度末）に支給したものを含む。） 

要保護児童生徒  ：   ０件 

準要保護児童生徒 ：  ４２件 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

４） 奨学金 
予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

奨学生候補者採用申請について、奨学生審査委員会において審査を行い、その審査結果に

基づき奨学金の貸し付けを行った。 

 本年度貸付額  ： １，８５０，０００円 

   本年度償還額  ： ６，０５２，１４５円 

令和３年度末貸付者数        ： ５４名 

     （本年度に貸付を行った者   ：  ５名 高校生 ： ５名） 

（本年度新規に貸付を行った者 ：  １名 高校生 ： １名） 
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 本年度完済者数          ：  ５名 

 本年度末貸付者数         ： ４９名 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

Ⅱ 教育支援センターの効果的運用、不登校児童生徒への対応・支援 

１） 教育支援センター運営・企画 
予算額 

7,454 千円 

決算額 

7,411,004 円 

（現在の実施状況） 

  小・中・高の教員免許を所有する指導員を配置し、様々な児童生徒の状況に応じた支援が

行える体制を整備している。 

通室生に対して、自主学習・体験学習などを通して心の安定を図り、自信を持つことがで

きるよう支援・指導を行うとともに、家庭訪問を実施し、通室に向けての支援を行った。 

  保護者と状況を共有することにより、不安解消等の保護者支援を行った。 

通室生数（一時通室を含む。） 

「かげつ（窪川）」 週５日開室         ： ８名 

「とおわ（十和）」 週１日（木曜日）開室    ： ２名 

「たのの（大正）」 週２日（火・水曜日）開室  ： ３名 

ＳＳＷ,教育相談員、指導員対応 ・・・・ 約 １６０件 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

Ⅲ 各関係機関との情報共有・連携活動体制等の強化 

１） スクールソーシャルワーカー活用事業（県指

定事業） 

予算額 

3,487 千円 

決算額 

3,475,640 円 

（現在の実施状況） 

学校と他の教育機関、福祉機関をつなぐコーディネーターとして教育研究所にＳＳＷを２

名配置し、町内を２つの地域に分け、それぞれが分担し丁寧な活動を行っている。 

ＳＳＷが、子どもを取り巻く環境に関することや特性を持つ子どもなどについて、学校・

保育所等を中心として情報収集・アドバイス等を行い、関係機関と連携し対応した。 

県の事業による高等学校への訪問も実施され、家庭環境等も理解したうえで、小中高をつ

なげての支援となった。 

（備 考）【事業開始年度：平成２０年度】 

 

２） 子ども支援ネットワーク活動 
予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

  要支援の児童生徒については、学校訪問や毎月の情報提供などによって、子どもの様子や

状況を把握し、関係機関と情報の共有を行っている。 

また、子ども支援ネットワーク活動を実施している要保護児童対策協議会においては、支

援方法、各機関の役割分担等について協議を行った。 

    会議の開催状況 ： 代表者会  １回 

              定例会  １６回 
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              実務者会  ４回 

              個別支援会 ９回    合計３０回 

（備 考）【事業開始年度：平成２１年度】 

 

 

   ④ 豊かな心と身体を育む教育の推進 

    Ⅰ 人権教育の充実 

１） 「いのちの学習」推進 
予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

  学校等で計画された「いのちの学習」に対して、教材の貸し出しや授業参観等により教育

研究所が支援を行った。 

  貸し出し教材を活用しての「いのちの学習」は、学校では授業の中で実施され、保育所等

では、発達段階に応じて実施されている。 

    「いのちの学習」教材の貸出状況 

保育所    ： ５回（川口保育所、小鳩保育所、） 

認定こども園 ： ７回（認定こども園たのの） 

小学校    ： ３回（田野々小学校、東又小学校、昭和小学校） 

中学校    ： １回（大正中学校） 

その他    ： ８回（子育て支援センター・健康福祉課） 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

   

 ２） 教育・福祉人材交流事業 
予算額 

63 千円 

決算額 

22,350 円 

（現在の実施状況） 

  令和４年８月３日に次の内容の交流研修を実施した。 

内容  ： 社会福祉団体の職員による講話「本町の現状について」、公共施設を利用

しての車いす体験、高齢者疑似体験、講師を招聘しての手話体験、グループ

で協議、発表や質疑など 

参加者 ： ３７名（教職員 ： ２４名、町職員 ： １０名、社会福祉団体 ： ３名） 

スタッフ ： １０名 

（備 考）【事業開始年度：平成２１年度】 

 しまんと町社会福祉協議会との共催 

 

Ⅱ 食育の充実・推進 

１） 食育の充実と推進 
予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

  ３つの学校給食センター（窪川、大正、十和）において、町内全小中学校の完全給食を実

施している。 
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 各学校給食センターの栄養教諭（２名）・臨時学校栄養教諭（２名）を中心に食育の学

習・指導を実施している。 

・ 食育の学習・指導の実施状況 

食育の日（毎月１９日頃）に、全ての学校給食センターで共通の町内産食材を使った給

食を提供し、地産地消を推進する取組を実施した。また、「高知家の給食」として、県内の

特産品等使用した給食を統一して年間９回提供した。 

栄養教諭部会を年間３回開催し、食育指導や献立の検討、情報交換を行った。 

（備 考）【事業開始年度：平成２１年度】 

 

２） 学校給食センター運営 
予算額 

243,830 千円 

決算額 

234,116,801 円 

（現在の実施状況） 

  全ての学校給食センターにおいて、平成２６年度より調理業務を完全委託し、共同調理を

行い、全小中学校の児童生徒に給食を提供している。 

   令和４年度の調理食数（１日あたり） 

窪川学校給食センター ： ９１４食 

大正学校給食センター ： ２３８食 

十和学校給食センター ： １３１食 

    給食費の月額   小学校 ： ４，５００円 

    中学校 ： ４，９００円 

  食の安全の確保については、法令で定められた年 1回の食品点検を実施するほか、食材納

品時は、目視等により安全を確認している。 

  栄養教諭部会において、献立の検討、情報交換を行った。 

  令和３年度から、町内の高等学校の魅力化の一環で、２校への給食の提供を始めた。 

提供実績   窪川高等学校  ： ７２食 

四万十高等学校 ： ６７食 

（備 考）【事業開始年度：平成２１年度（窪川）、平成１８年度（大正、十和）】 

 

    Ⅲ 道徳教育の充実 

１） 道徳教育の充実 
予算額 

県対応 

決算額 

県対応 

（現在の実施状況） 

 本年度は、四万十町道徳教育推進協議会を年３回計画し、第１回推進協議会（６月開催）

では、町としての課題や本年度の取組や各校で意識して取り組むこと等について確認した。 

２学期は、授業づくり講座への参加（各校１名以上）とレポート提出を課した。 

第２回の推進協議会（２月）は、家庭・地域と連携した道徳教育、道徳科をどのように行っ

たかについての実践交流や情報共有を行い来年度の取組の参考にしてもらうことができた。 

（備 考）【事業開始年度：平成２２年度】 

 

２） 学校図書館支援員の配置 
予算額 

4,021 千円 

決算額 

 3,867,007 円 
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（現在の実施状況） 

窪川小学校と窪川中学校に学校図書支援員各１名を配置し、図書の整理・貸出図書の管 

理を行い、学校図書館機能の充実を図った。 

学校図書支援員を配置していない学校については、町立図書館との連携などにより、図書

の整理や環境の整備等の課題に対応した。 

（備 考）【事業開始年度：平成２２年度】 

     

Ⅳ 国際理解・環境教育の推進  

１） 外国語指導助手（ＡＬＴ）活用事業 
予算額 

35,713 千円 

決算額 

34,598,683 円 

（現在の実施状況） 

  令和３年度までは、新型コロナウイルス感染症の影響により、ＡＬＴが予定どおり入国で

きないという状況があったが、本年度は、当初から計画していた５名体制での各校への訪問

を行うことができた。 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

    Ⅴ 体力の向上と学校保健教育の徹底  

１） 中学校部活動等補助金 
予算額 

1,828 千円 

決算額 

1,797,393 円 

（現在の実施状況）  

町立中学校の部活動等の振興を図るため、次のとおり補助を行った。 

・ 部活動に対する補助 

    四国大会 

     四国中学校総合体育大会 

      窪川中学校 ： ２６０，８６０円（陸上競技・水泳競技・女子ソフトボール） 

      大正中学校 ： １４５，８０８円（男子ソフトボール）       

     四国中学生ソフトボール新人大会 

      大正中学校 ： １２２，６４０円（男子）        

     四国中学校男子ソフトボール強化大会 

      大正中学校 ： ２７２，１４０円（男子） 

     四国中学校男子及び女子ソフトボール強化大会 

      窪川中学校 ： ４０９，９６２円（男子 女子） 

    全国大会 

     全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大会（選手選抜） 

      窪川中学校 ：  ５３，２４９円（女子 1名） 

     ＪＯＣジュニアオリンピックカップ陸上競技大会 

      窪川中学校 ：  １３，７５０円（三段跳び 1名） 

     ＪＯＣジュニアオリンピックカップバレーボール大会（選手選抜） 

      窪川中学校 ：  ３０，５９５円（女子 1名） 

     全日本中学生男子・女子ソフトボール大会（選手選抜） 

      窪川中学校 ： ２８４，０９２円（男子３名 女子１名） 
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      大正中学校 ： ２０４，２９７円（男子３名） 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

２） 体力運動能力等調査実施・分析（国・県調査

含む。） 

予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

小学５年生・中学２年生を対象として実施した「全国体力・運動能力、運動習慣等調

査」、小学４年生以上を対象（小学３年生以下は抽出）として実施した「高知県体力・運動

能力、生活実態等調査」の結果について、各校で分析を行った。また、四万十町の傾向につ

いても把握した。 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】  

 

Ⅵ ふるさと教育の推進 

１） 地域教育推進事業（キャリアアップ事業） 
予算額 

2,105 千円 

決算額 

1,447,253 円 

（現在の実施状況） 

  四万十町内の全小中学校（１５校）に対し、予算を配分（通常枠（児童・生徒数等により

算定した額）・防災枠（校長ヒアリングで決定した額））し、地域教育推進事業（各校で実

施する独自の事業）を支援した。 

  各校で実施された主な事業内容 

通常枠 ： あいさつ運動、職場体験活動、自然体験活動、世代間交流活動、美化活

動、広報活動、地域との連携活動、ボランティア活動、地域・家庭の教育

力向上を目指す取組、情操教育、道徳教育の充実 など 

防災枠 ： パワフルウォーキングマップの作成、防災視察研修、防災用品の購入、

防災学習会、救急法講習、炊き出し訓練、防災訓練、体験学習、地震・津

波に備える啓発活動 など 

（備 考）【事業開始年度：平成１９年度】  

 

２） ふるさと教育の推進 
予算額 

468 千円 

決算額 

105,032 円 

（現在の実施状況） 

 令和３年度に全面改訂した小学３・４年生用の社会科副読本「わたしたちのまち四万十

町」を活用し地域学習を進め、検証委員会で、活用状況の検証を行った。 

 地域の先人に学ぶことを目的とし、副読本「しまんとヒストリア 具眼のリベラリスト 谷

干城物語」の冊子を小学４年生に配布した。 

町内全ての小学５年生を対象に米奥小学校下の河原でふるさとに親しみを持てる体験学習

として、生き物探し（四万十川財団）やドローン体験（四万十公社）等による「川がき体験

学習」を実施した。 

（備 考）【事業開始年度：平成３０年度】 
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⑤ 児童生徒の安全確保の充実 

Ⅰ 安全管理  

１） 学校施設の整備 
予算額 

171,247 千円 

決算額 

169,889,111 円 

（現在の実施状況） 

全ての教育施設について、施設の安全面の確認等を行い、危険箇所を発見した際には早急

な対応を行っている。 

学校施設の損傷や不具合、不良箇所（漏水・雨漏り・鉄骨等腐食・消防設備等）の修繕、

危険箇所〈転落防止・モルタル剥離〉の改修を行った。 

本年度に実施した主な改修工事等 

・ トイレ改修工事（洋式化）   ： 東又小学校、田野々小学校 

・ 遊具改修工事         ： 全小学校 

・ 防球ネット改修工事      ： 昭和中学校（休校中） 

その他、簡易な修繕は、全小中学校で実施 

  ・ 走り幅跳び砂場整備工事      ： 大正中学校         

・ プールテント張替工事     ： 大正中学校      

・ 教室前廊下改修工事      ： 窪川中学校         

・ 階段前板張り工事       ： 窪川中学校     

・ 特別支援教室等改修工事    ： 米奥小学校 十川小学校        

・ 正面玄関屋上一部防水改修工事 ： 窪川小学校     

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

２） 学校施設改築等計画 
予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況）  

令和２年度末に策定した「学校施設等長寿命化計画」及び令和３年度に策定した「施設整

備計画」に基づき施設の整備等を実施している。 

令和元年度 ： 学校施設等の長寿命化計画を策定するため、学校施設の建物・設備等

の老朽化について調査を行った。 

令和２年度 ： 令和元度に実施した老朽化調査結果について分析を行い、またその結

果を基に「学校適正配置計画」と整合性を図りながら、「学校施設等長寿

命化計画」を策定し、ホームページへ公開した。 

令和３年度 ： 令和２年度に策定した「学校施設等長寿命化計画」に基づき、施設の

整備計画を策定した。 

令和４年度 ： 整備等を行った内容については、前述の「１） 学校施設の整備」に

記載のとおり 

（備 考）【事業開始年度：平成２４年度】 

 

３） 遊具の安全確保 
予算額 

1,935 千円 

決算額 

1,931,600 円 
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（現在の実施状況） 

  設置遊具の状況調査を行い、必要に応じて遊具の撤去・改修を行っている。平成２９年度

から毎年、専門業者による安全点検を実施している。 

 点検結果に基づき、改修・撤去・再設置した遊具 

  仁井田小学校 ： サッカーゴール（固定）、シーソー（修繕）、ジャングルジム（塗 

装）、雲梯（塗装）、一輪車練習器（塗装） 

  影野小学校  ： サッカーゴール（塗装）、鉄棒（塗装） 

  七里小学校  ： 登り棒（撤去） 

  米奥小学校  ： タイヤ（撤去・新設）、雲梯（修繕）、登り棒（修繕）、滑り台（塗

装）、鉄棒（塗装） 

  窪川小学校  ： サッカーゴール（塗装・ネット交換） 

  川口小学校  ： ブランコ（塗装）、ハンドゴール（塗装・固定）、シーソー（修繕） 

  東又小学校  ： サッカーゴール（固定） 

  興津小学校  ： ジャングルジム（塗装） 

  田野々小学校 ： サッカーゴール（塗装・ネット交換） 

北ノ川小学校 ： サッカーゴール（固定）、ジャングルジム（塗装） 

  十川小学校  ： ブランコ（塗装）、 

  昭和小学校  ： 滑り台（塗装）、サッカーゴール（塗装・ネット交換） 

  窪川中学校  ： サッカーゴール（固定） 

  十川中学校  ： サッカーゴール（固定・塗装） 

（備 考）【事業開始年度：平成２４年度】 

  

４） 通学対策 
予算額 

61,888 千円 

決算額 

55,784,712 円 

（現在の実施状況） 

児童生徒の通学手段の確保とともに通学にかかる費用の負担軽減のため、次のとおり対策

を実施した。 

主な経費 

① 通学バス定期券の購入   ：  ９，６５９，９５０円 

② 遠距離通学生徒補助金   ：    １６３，０００円 

③ 通学用ヘルメット購入補助 ：     ３０，９７２円 

④ スクールバス運行委託料  ： ２４，８９９，４０９円 

⑤ スクールバス維持管理経費 ：  ６，５５８，９１０円 

（備 考）【事業開始年度：平成１８年度】 

 

５） 通学路の安全確保（協議会の開催及び合同点

検の実施） 

予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

警察、道路管理者、学校関係者等を委員とする通学路安全対策連絡協議会において、合同

点検を夏季に（１回）実施した。 

合同点検は、事前に全小中学校の通学路の危険箇所の情報を収集し、新規箇所を重点に行
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うとともに対策を検証・協議し、危険箇所の改善に努めている。 

 令和元年度から、「交通安全」だけでなく、「防犯」の観点についても本協議会を活用して

協議・検証していく体制に改め、児童生徒のさらなる安全確保を図っている。 

  本年度に行った合同点検 ※前年からの継続箇所も点検を行っている。 

     窪川地区    ： ３５箇所（防犯は１１箇所） 

大正・十和地区 ： １３箇所（防犯は１０箇所） 

 「通学路安全対策連絡協議会」の役割に交通安全確保の視点に加え「登下校防犯プラン」

に基づく防犯の視点で取組を行うよう関係機関と調整を行い、通学路の防犯における危険個

所の情報共有を行った。 

（備 考）【事業開始年度：平成２６年度】 

    

Ⅱ 防災教育の充実 

１） 防災教育推進事業 
予算額 

4,382 千円 

決算額 

4,202,760 円 

（現在の実施状況） 

 学校での防災教育について、本町の危機管理課と情報を共有し支援した。  

 全小中学校で防災学習（５時間）や避難訓練（３回）に取り組んでいる。また、防災教育

アドバイザーを委嘱し、各校の希望に応じて派遣（５回）し、防災教育の充実に努めた。 

 緊急地震速報発報端末装置の機器更新を行い、災害時の被害を低減できるよう災害発生を

想定した避難訓練で実際に使用した。 

（備 考）【事業開始年度：平成３０年度】 

                          

 

⑥ 学校適正配置計画 

Ⅰ 「四万十町立小中学校適正配置計画」の見直し及び実施 

１） 学校適正配置推進事業 
予算額 

184 千円 

決算額 

45,155 円 

（現在の実施状況） 

本年度に統合した北ノ川中学校と大正中学校の生徒の状況を把握するため、７月２５日に

保護者との協議をに行った。また、２月には、統合後の保護者の現状や意見・要望の把握を

するためにアンケートを実施し、今後の学校運営の参考とした。 

令和３年度には、運用方針を見直し統合時期を令和７年４月以降としたが、興津小学校Ｐ

ＴＡより令和６年４月に統合したいとの申し出があり、統合に向けての協議を行った。 

［主な取組内容］ 

 大正中学校と北ノ川中学校の統合後について 

令和４年７月２５日  ： 北ノ川小学校区の保護者に統合後の生徒の状況を確認 

令和５年２月     ： 北ノ川中学校に在籍していた生徒の保護者を対象にアンケ

ートを実施（生徒や保護者の現状や意見・要望） 

 興津小学校と東又小学校の統合について 

令和４年 ７月 ６日 ： 興津小学校の保護者との協議（統合までのスケジュール、

スクールバスの運行等） 
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令和４年１０月１２日 ： 興津小学校の保護者との協議（統合への同意、放課後子ど

も教室の状況等） 

令和４年１０月１８日 ： 興津保育所の保護者との協議（適正配置計画及び統合まで

のスケジュール等の説明） 

令和４年１２月 ２日 ： 興津地区区長会で統合について説明（令和６年４月の統合

に向けて興津小学校ＰＴＡと統合について協議を行っている

こと等） 

令和５年 ２月 ９日 ： 東又小学校ＰＴＡ役員会で説明（統合・閉校の準備への協

力依頼等） 

令和５年 ３月    ： 興津地域の全戸に文書を配布（経過説明、統合・閉校に向

けての協力依頼） 

十和地域（十川小学校・昭和小学校） 

     令和４年１２月 ６日 ： 十川・昭和小中学校ＰＴＡや小鳩・昭和保育所保護者会と

意見交換（適正配置計画の説明、十和地域の学校の在り方に

ついての協議依頼） 

令和５年 ２月    ： 地域内の保育所、小中学校の保護者を対象に統合について

のアンケート調査を実施 

（備 考）【事業開始年度：平成２０年度】 
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（２）生涯学習に関すること 

① 多様な学習活動の推進  

Ⅰ 施設開放・学習機会の提供  

１） 文化講座（コミュニティー施設開放、各種教

室・講座推進） 

予算額 

150 千円 

決算額 

129,469 円 

（現在の実施状況） 

例年、子どもから高齢者までを対象に、多様な学習機会となるよう教室等を実施している

が、本年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、予定どおりの実施とはならなかっ

た。 

実施した教室・講座と参加者等 

① 地域学芸員養成講座    参加人数 ： ８名 

１回目（ 6/27）   ２回目（ 7/25）   ３回目（ 8/22）   ４回目（9/26） 

５回目（10/24）   ６回目（11/28）   ７回目（12/19）   ８回目（1/23） 

９回目（ 2/27）  １０回目（ 3/27） 

② 歴史講座 

１回目（ 6/25） ： ３６名   ２回目（ 8/27） ： 中止  

３回目（10/22） ： ３４名    ４回目（12/24） ： 中止 

③ ゆかたの着付け教室 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

④ スマートフォン教室 

１回目（10/22） ： ５名    ２回目（3/21） ： １０名 

⑤ 着物の着付け教室 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

⑥ 写真講座 

１回目（3/11） ： １７名   ２回目（3/18） ： ２１名 

⑦ 工芸教室 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

（備 考）【事業開始年度：平成２９年度】 

 

２） 高齢者地域活動事業（シルバー大学） 
予算額 

401 千円 

決算額 

201,870 円 

（現在の実施状況） 

各種講演会、スポーツ・レクレーション等、年間を通していろいろな取組を行った。 

（１）対象者等 

① 対象 ： ６０歳以上の町民 

② 委員９人による運営委員会 ： ２回 

（２）主な活動 

    ① 講演会（開校式時に１回）  

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

    ② 視察研修（県内日帰り１回）  

    ③ 役員研修（県内日帰り１回） 
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    ④ スポーツ活動（グラウンドゴルフ大会・ゲートボール大会） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

    ⑤ 交流活動 グラウンドゴルフ合同練習（毎月第３木曜日） 

（備 考） 

新型コロナウイルス感染症の影響により、例年どおりの活動が出来なかった。 

 

３） 人権教育推進事業 
予算額 

2,918 千円 

決算額 

1,858,412 円 

（現在の実施状況） 

四万十町人権教育研究協議会と連携（事務局・活動費支援を含む。）し人権を尊重するま

ちづくりをめざし、研修や勉強会を開催している。 

・ 四万十町人権教育研究協議会人権講演会として人権週間に第１２回四万十町人権教育

研修会「心の傷を癒すということ」を大正地域で開催する予定だったが、新型コロナウ

イルス感染症の影響により本年度も中止となった。 

・ 窪川支部では、６月２４日に定期大会・研修会を行った。８月に予定していた人権講

演会、２月に開催している集約大会は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止と

なった。 

・ 大正支部では、小中学校・高等学校に人権作文を依頼し製本配布を行った。 

・ 十和支部では、水平社博物館見学、県人権教育講演会・県人権集約大会に参加した。 

人権尊重の町づくりを進めるための活動（上記の活動など）を推進している団体に対し、

支援（補助金）を行った。 

四万十町人権教育研究協議会            ５８，０１８円  

        〃         窪川支部   １，０６６，８８９円  

        〃         大正支部           ０円        

     〃         十和支部      ４１１，４３０円  

            計         １，５３６，３３７円 

その他諸経費（需用費等）            ３２２，０７５円 

（備 考）  事業開始年度 平成 20 年度～ 

 

４） 国際交流促進事業 
予算額 

150 千円 

決算額 

75,486 円 

（現在の実施状況） 

１．国際交流事業 ： 国際交流員（ＣＩＲ）による町内の保育所・認定こども園訪問や異

文化ふれあい教室などを実施し、国際感覚を持った人材の育成に努め

た。 

（１）英語教室     授業実施回数 ： ２８２回 

申込人数  窪川地区  子ども    ： １８名  入門・初級 ： ２２名 

初中級（昼） ：  ９名  中級（昼） ：  ６名 

中級（夜）  ：  ６名   上級    ：  ９名 

大正地区  子ども    ：  ３名   初中級    ：  ６名 

十和地区  子ども    ：  ６名   初中級    ：  ４名 
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（２）韓国語教室    授業実施回数 ： ２０３回 

申込人数  窪川地区  初級１     ： ２１名  初級２    ： １５名   

中級（昼）   ：  ７名  中級（夜） ： １４名 

   上級      ：  ３名 

大正地区  初級      ：  ５名 

      中級      ：  ４名 

（３）ＣＩＲ活動 

    ① 保育所・認定こども園訪問［毎月希望日に訪問］ 

５、６月 ： １９回   ７、８月 ： １５回   ９、１０月 ： １０回   

１１、１２月 ： １２回   １、２月、３月 ： ２３回 

② 通訳・翻訳［英語・韓国語］ 

  和順高校（韓国）と窪川高校の交流会での通訳 

（４）高幡中学生海外研修事業（沖縄ホームステイ） 

申込は７名からあったが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止された。 

（備 考） 

例年、実施されていた「高幡中学生海外研修事業」は、渡航が困難な状況であったため、

代替事業として、高幡中学生海外研修事業（沖縄ホームステイ）が計画されていたが、中止

となった。 

 

５） 各種団体等への支援（補助金） 
予算額 

1,922 千円 

決算額 

1,251,948 円 

（現在の実施状況） 

社会教育、団体活動の活性化を図るため、各種関係団体の活動等について支援を行った。 

① 小中学校ＰＴＡ連絡協議会           ［実績］１８２，１９３円 

【目的】 町内小中学校ＰＴＡ相互の連携と交流をはかり、ＰＴＡ活動の向上発展と

教育の振興、児童生徒の幸福増進に寄与する。 

② 四万十川轟太鼓保存会             ［実績］ ７８，０００円 

【目的】事業活動を通しての地域の活性化、人づくりに寄与するとともに、地域に根

差した伝承文化となるよう創作太鼓の保存、継承、発展に努める。  

③ 四万十町連合婦人会              ［実績］５８８，０００円 

【目的】 町内婦人会相互の親睦を図り、婦人の教養を高め、生活と地位向上に努め

るとともに、明るい町づくりに寄与する。 

④ 大正連合青年団                ［実績］ ２８，５３３円 

    十和連合青年団                   ［実績］１２０，０００円 

【目的】 地域に住み、地域で働く青年が集まり地域イベントなどを通して地域振興 

に寄与する。 

⑤ 四万十町文化協会               ［実績］２５５，２２２円 

【目的】 四万十町内の芸術団体または個人が相互の交流を図り、地域住民と一体と

なり四万十町内の芸術、文化の向上に寄与する。 

（備 考） 
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② スポーツ・レクレーション活動の推進 

Ⅰ 施設開放・活動機会の提供 

１） 生涯スポーツ推進 （社会体育施設等の開

放、地域スポーツ競技普及、町民スポーツ大

会、レクレーション活動推進、競技スポーツ大

会 等） 

予算額 

4,618 千円 

決算額 

4,578,012 円 

（現在の実施状況） 

１．住民が参加しやすい大会や教室を、「総合型地域スポーツクラブ」と協働（業務委託）

して実施した。 

   ① ＮＰＯ法人くぼかわスポーツクラブ       ２，０２３，９１２円 

【大会等】 ・ ミックスバレーボール大会   ７チーム 

・ ソフトテニス大会      １４ペア 

・ バドミントン大会      １３ペア 

・ 硬式テニス大会        ９ペア 

・ 少年剣道大会        ３５名 

・ スカッシュバレーボール大会  ４チーム 

・ ソフトバレーボール大会    ５チーム 

・ ロードレース大会     １１５名 

・ 勤労者駅伝大会        ７チーム 

・ ゲートボール大会       ４チーム 

  ② 大正・十和スポーツクラブ           ２，５４４，８９１円 

【大会等】 ・ ソフトボール大会       ３チーム 

・ スカッシュバレーボール大会  ８チーム 

・ ソフトバレーボール大会    ４チーム 

・ バレーボール大会       ３チーム 

・ グラウンドゴルフ大会   中止（グラウンド不良） 

・ バドミントン大会       ５ペア 

・ ゲートボール         １２名 

・ 四万十川駅伝大会       １５チーム 

・ 四万十町十和駅伝大会     １９チーム 

・ 十和トレイルランニング大会  ８３名 

・ 健康運動教室等         ４３名 

             計 ４，５７８，０１２円 

２．窪川Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理運営業務を委託（指定管理） 

指定管理者 ： ＮＰＯ法人くぼかわスポーツクラブ   

（備 考） 
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Ⅱ 全国発信スポーツ大会の開催 

１） 全国発信スポーツ大会の開催 
予算額 

15,241 千円 

決算額 

14,481,000 円 

（現在の実施状況）  

「四万十川ウルトラマラソン」は、新型コロナウイルス感染症の影響により令和３年度は

オンラインチャレンジ形式で開催されたが、本年度は中止となった。 

・ 四万十川ウルトラマラソン負担金         １，１４０，０００円 

※ 大会１か月前に中止となったため、それまでの準備に要する費用が発生した。 

「四万十川桜マラソン大会」は、申込人数１，０１２人、当日参加者数８５４人で開催さ

れたが、予定を大きく下回る参加者数となったことから、大会運営に係る資金が不足したた

め、補助金を増額して対応した。 

・ 四万十川桜マラソン大会実行委員会への補助金  １２，８４１，０００円 

・  桜マラソンてんぐ巣病除去作業委託料         ５００，０００円 

（備 考）  

 

Ⅲ 各種関係団体の活動振興、活性化の推進 

１） 生涯スポーツ団体等支援（補助金等）  
予算額 

2,721 千円 

決算額 

2,494,200 円 

（現在の実施状況）  

生涯スポーツ団体などが行う活動等に対して支援を行った。 

① ＮＰＯ法人くぼかわスポーツクラブ（総合型スポーツクラブ） ８３３，０００円 

   ② 大正・十和スポーツクラブ〈総合型地域スポーツクラブ〉 １，１８７，２００円 

③ 各種スポーツ大会出場助成                 ２３７，０００円 

    ・ 団体１（全国大会：ソフトボール）                   ７５，０００円 

 ・ 個人 12（ソフトボール、バレーボール、卓球）        １６２，０００円 

④ 高知県市町村対抗駅伝大会 新型コロナウイルス感染症の影響により中止  ０円 

（備 考） 

 

 

③ 郷土文化の継承と創造 

Ⅰ 文化財の保存活用等 

１） 国・県・町文化財の保存・活用 
予算額 

1,425 千円 

決算額 

996,579 円 

（現在の実施状況） 

国・県・町指定文化財について、保存・活用に取り組んだ。 

１．国・県・町指定文化財、埋蔵文化財等の保護活用等を図った。 

 （１）文化財の保護活動 

 ① 四万十町文化財保護審議会（１回開催） 

 ② 文化財パトロールを実施 

   ③ 埋蔵文化財包蔵地の開発行為による立会及び事前調査（必要に応じて随時） 

（２）その他振興・活用等 
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① 四万十町文化財保護事業費補助金 

・ 志和薬師寺薬師堂 修繕         ４９２，８００円 

② 興津八幡宮の古式神事 神輿修繕    ２，４８５，０００円(町の予算外) 

２．国・県・町指定の四万十町文化財の登録件数 

国：１７件 ・ 県：１１件 ・ 町：１０８件     計：１３６件 

（備 考） 

 

２） 重要文化的景観保護活用事業 
予算額 

3,060 千円 

決算額 

3,037,239 円 

（現在の実施状況） 

１．重要文化的景観の重要構成要素の大規模な現状変更についての専門的見地からの検討

を行うため、「四万十町文化的景観整備管理委員会」を開催し、専門的見地を踏まえた

調査・検討を行った。 

    ・ 第 1 回目 令和４年１１月 1日  

・ 第２回目 令和５年 ２月１０日 

２．四万十町重要文化的景観保存活用計画改定検討業務 

四万十川流域の５市町（梼原町、津野町、中土佐町、四万十町、四万十市）は、平成

２１年度に重要文化的景観に選定された。 

本町では、町内にある重要文化的景観の保存・継承を図るため、平成２０年度に「文

化的景観保存計画」を策定した。策定から一定の年月が経過し、計画の運営体制等につ

いて再考が必要な時期を迎えているため、令和３年度から改定の検討を行っている。 

また、本年度は、流域全体で連携・調整を図りながら、流域の基本方針及び町の方針

を策定した。 

３．四万十川流域重要文化的景観保存活用計画等改定検討会 

  保存活用計画の策定にあたり、文化庁調査官や流域市町の文化的景観整備委員等から

専門的見地を踏まえた意見を聴取し計画に反映するため、検討会を行った。 

・ 第１回目 令和４年 ７月１３日（Ｗｅｂ会議）  

・ 第 2回目 令和４年１２月 ７日（Ｗｅｂ会議） 

  ４．四万十川流域の文化的景観情報発信事業 

    四万十川流域の文化的景観は、人と川との関わりがつくりだす景観であり、山から発

する水を生活や農業に用い、各所で漁を行い、遊泳を楽しみ、移動や運搬に利用してい

る。日常の中で川の恩恵と脅威を学び、その知識を受け継いできた流域の人々によって

支えられてきた。 

しかし、過疎化や少子高齢化に伴い、近年はその知識の継承ができない状況にある。

そのため、本事業では、地域住民のシビックプライド（まちに対する住民の誇り）の醸

成につながる文化的景観に関わる取組、川と関わる体験、水難事故などの情報発信等を

行うための検討を行った。本事業は２か年計画であり、令和５年度に完了する。 

（備 考） 

 

  

27



Ⅱ 伝承・伝統文化の継承支援  

１） 郷土資料館の管理・運営 
予算額 

2,668 千円 

決算額 

2,511,086 円 

（現在の実施状況） 

  開館日  ： 火曜日～日曜日（開館時間：１０時～１５時） 

  入館料  ： 無料（平成２５年度から無料とした。） 

  入館者数 ： 令和４年度 ： １，０７５人 

参考  令和３年度 ： １，０５３人  令和２年度  ：   ７９８人 

令和元年度 ： １，１９０人  平成３０年度 ： １，６４４人 

管理 ： 受付、清掃等の業務（旧竹内家住宅や旧門脇家住宅も含む。）に、大正かざぐ

るまのメンバーを雇用（パート）し、管理と活用を行っている。 

展示物（主に旧大正町が収集した縄文から現代までの民俗資料を展示） 

  ・ 四万十町の有形民俗資料を中心に古文書、農具、山林具、川漁の道具 等 

  ・ 大型磨製石斧、小型有舌尖頭器等縄文時代の石器や土器片 等 

  ・ 昭和中期の生活道具 等 

（備 考） 

 

 

④ 芸術文化活動の推進 

Ⅰ 図書館・美術館の充実等 

１） 町立図書館・美術館管理運営事業 
予算額 

44,606 千円 

決算額 

42,363,807 円 

（現在の実施状況） 

【図書館】 ※ 数値は、大正分館を含む。 

   ◇ 入館者    ２２，８９８人 （令和３年度 ： ２２，３５５人） 

貸出者数   １０，３４５人 （令和３年度 ： １０，６１９人） 

貸出冊数   ４２，５０７冊 （令和３年度 ： ４４，６６７冊） 

◇ 図書購入冊数  ３，５７２冊 （令和３年度 ：  ２，８６７冊）  

※ 令和４年度末蔵書数 ７６，３１２冊  

（本館 ： ４８，９３０冊、大正分館 ： ２７，３８２冊） 

◇ 読書活動推進事業 

① 団体貸出数 ： １０,４６７冊 

② 小学校への出張「読み聞かせ」 ： ３８回（３５０名） 

③ 読み聞かせボランティア育成のための勉強会 ： 参加者 延べ１５２名 

④ えほんのはこ１０周年記念誌の作成 

◇ 図書館事業（連続講座、読書週間行事、各種イベント、子ども司書養成講座等） 

    ◇ 移動図書館車導入と巡回準備 

    ◇ 生涯読書活動推進計画の策定着手 

【美術館】 

  ◇ 美術作品点検（文化的施設の開館準備）のため休館 

  ５月９日 ～ １２月２６日 
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   ・ 点検実施作品数 ： 絵画作品 ４５１点 

◇ 入館者数  ３６２人 （令和３年度 ： ９１５人） 

◇ 展覧会  

・ ２０２２年度読書感想画、読書郵便作品展 

・ 中平松鶴展 

・ 収蔵作品展～四万十町ゆかりの画家が描く海外風景～ 

◇ 収蔵品   絵画  ： ５５５点（本年度受入０点） 

その他 ： １９６点（本年度受入０点） 

  ※ 図書館では、個人貸出の利用減が見られた一方、団体貸出冊数は増加した。 

 ※ 美術館は、長期休館の影響で入館者は大幅に減少した。 

（備 考） 

 

 

⑤ 子どもの健全育成の推進  

Ⅰ 乳幼児期の養護及び教育の充実  

１） 町立保育所管理運営 
予算額 

146,373 千円 

決算額 

139,076,981 円 

（現在の実施状況） 

利用者数（令和４年度末時点） 児童数計 ： ２３７名 

【窪川地域】 見付保育所 ： ６５名、東又保育所 ： ３６名、興津保育所 ： １０名 

【大正地域】 認定こども園たのの ： ５０名、北ノ川保育所 ： ２４名 

【十和地域】 小鳩保育所 ： ３２名、昭和保育所 ： ２０名       

保育の実施時間 

【短時間保育】  ８:３０～１６:３０ 

【標準時間保育】  ７:３０～１８:３０ 

職員の資質・専門性の向上対策 

保育所機能を果たすために不可欠である職員の資質・専門性の向上については、県が

行う幼保研修を必修とし、該当職員の研修機会の確保に努めている。 

【幼 保 研 修】 基本研修（初任者・ミドル・主任・所長の各研修） 

専門研修（保・幼・小連携教育講座、保育技術専門講座 等 ） 

保育所職員の自己研修活動への支援 

町内の町立、児協立保育所の全職員が、相互の連絡・連携を図るとともに研修を深め

保育所運営の充実・発展に寄与することを目的として、自主的に組織した｢こども園・

保育所連合会｣の活動に対し、研修機会を保障するための代替要員の雇用等、全保育所

職員の自己研鑽、資質向上を支援している。 

（備 考） 

 

２） 委託等による保育の実施 
予算額 

285,816 千円 

決算額 

277,310,949 円 

（現在の実施状況） 

  「くぼかわ保育所」、「松葉川保育所」、「川口保育所」は、運営を委託し保育を行って 
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いる。また、「ひかり保育所」については、指定管理により保育を実施している。 

委託先・指定管理者 ： 社会福祉法人 窪川児童福祉協会 

【法人の運営】  町の補助金で運営 

【保育所の運営】  児童福祉法に基づく国が定める保育単価により算出される町の

委託料と町の補助金（人件費等補助分）で運営 

【利 用 者 数】 （令和４年度末時点）   

くぼかわ保育所 ： １１７名    松葉川保育所 ：  ３６名 

    川口保育所   ：  ２５名    ひかり保育所 ：  ４０名  

児童数計   ： ２１８名 

【令和４年度保育所運営費】 

  ◎ 私立保育所運営委託料        １６１，８７７，０５０円 

  ◎ 私立保育所運営費補助金（施設）   ４８，１１７，４１５円 

  ◎ 私立保育所運営費補助金（本部）   １２，５８６，６９６円 

【令和４年度ひかり保育所指定管理料】 

 ◎ 指定管理料              ５４，７２９，７８８円 

（備 考） 

  

３） 多子世帯特定教育・保育施設使用料及び特定保

育施設利用者負担金等軽減事業 

予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

〇 多子世帯特定教育・保育施設使用料軽減事業 

【事業内容】 

児童（１８歳に達する日以降最初の３月３１日までの間にある者）を２人以上養育して

いる世帯の第２子以降の特定教育・保育施設使用料を軽減する。 

【対象施設】 認可保育所等（町内の保育所・認定こども園） 

【実施方法】 全対象世帯に通知し、保護者からの申請に基づき実施する。 

【事 業 費】 保育所・認定こども園（公立８か所、私立３か所） 

      事業費（保育利用料減額）         １０，０２３，３５０円 

（内訳） ３歳未満第３子以降児童 ２７名    ６，９５７，２５０円 

第２子児童       １５名    ３，０６６，１００円 

県補助金（３歳未満第３子以降児童）   ３，４７８，６２５円 

町負担                         ６，５４４，７２５円 

〇 多子世帯特定保育施設利用者負担金等軽減事業 

【事業内容】 

児童（１８歳に達する日以降最初の３月３１日までの間にある者）を２人以上養育して

いる世帯の第２子以降の特定保育施設利用者負担金等を軽減する。 

【対象施設】 認可外保育施設 

【実施方法】 対象施設の利用希望世帯に通知し、保護者からの申請に基づき実施する。 

※ 本年度、： 申請なし 

（備 考） 事業費は、保育利用料（収入）の減額分を記載 
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４） 幼児教育無償化 
予算額 

― 

決算額 

― 

（現在の実施状況） 

   子ども・子育て支援法が改正（令和元年５月）され、令和元年１０月から保育所・認定

こども園等を利用する３歳児から５歳児までの全ての子どもたちと、０歳児から２歳児ま

での住民税非課税世帯の子どもたちの利用料無償化がスタートした。 

   利用料の無償化に伴い、実費徴収することとされた副食費（1 人あたり４，５００円/

月）については、町の方針により無償としている。 

（備 考） 

 

Ⅱ 子ども・子育て支援対策 

１） 子ども・子育て支援対策事業 
予算額 

11 千円 

決算額 

10,400 円 

（現在の実施状況） 

平成２７年度から新制度での運用を開始したこの事業では、「第１期計画」の改訂時期を

迎えたことから、令和２年に子どもの健やかな育ちと子育てを社会全体で支援する環境をさ

らに整備するため、「第２期四万十町子ども・子育て支援事業計画」を策定し、各分野の関

係機関が相互連携を図りながら、様々な施策を推進している。また、毎年計画の進捗状況の

確認を行っている。 

（備 考） 

 

２） 子育て支援センター管理運営 
予算額 

7,736 千円 

決算額 

6,991,569 円 

（現在の実施状況） 

【子育てひろば】毎月６～７回開催 

 【園庭・施設開放】月～金曜日 ９：００～１２：００・１３：００～１６：３０ 

          参加者数 ： ３，５６０名 

   ・ 親子で一緒に遊ぶ場の提供と保護者同士の友達づくりの援助を行っている。 

・ 絵本の読み聞かせ等を行っている。 

・ 職員による育児相談、離乳食指導、子育てに関する支援、保護者のリフレッシュ活

動等を行っている。 

・ 町内の保育所へ出かけ施設見学や職員、園児との交流を行っている。 

【子育て講演会】開催回数 ： ４４回 （参加者数 ： ４００名） 

【子育て通信発行】 

・ 月の予定、子育て支援センター利用案内、健康福祉課より健診のお知らせ、栄養士

のワンポイント・食育のお知らせ等の子育て情報紙を発行し、未就園児のいる世帯に

手渡し又は郵送で配布している。 

【育 児 相 談】月～金曜日 ： １５１件 

・ 子育てひろばの開催時や園庭開放時に保育所入所、一時預かり、子育てについて

（排泄、食事、歯、発達等）の相談に対応している。 

・ 電話相談を行い、内容によっては健康福祉課（保健師）につないでいる。 
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【家 庭 訪 問】 

・ 保健師の新生児訪問に同行し、子育て支援センターの役割や利用について説明（Ｐ

Ｒ）を行っている。 

【一時預かり保育】  利用回数  窪川地域子育て支援センター ： １０６回   

 大正地域子育て支援センター ：   ０回 

 十和地域子育て支援センター ： １４９回 

・ 保育所へ入所していない満 1歳から就学前の町内居住児童を対象に実施している。 

（備 考） 

 

３） ファミリーサポートセンター 
予算額 

3,610 千円 

決算額 

3,508,912 円 

（現在の実施状況） 

利用状況・サービスの内容 

   【援助会員養成講座】 

     講習会を、窪川地区で開催し１０人が受講 

 【会員登録数（令和４年度末）】 ： ３９人 

     依頼会員 ： ２２人   援助会員 ： １６人    両方会員 ：  １人 

【活動内容/活動件数】 ： １０８件 

     日中預かり ： ３６件   保育施設・学童への迎え及び預かり ： ２８件 

送迎のみ  ： ４４件 

【会員交流会】 

     木工教室  みかん狩り  SDGs フェス  ファミサポサンタ 

   【広報活動】 

     ファミサポ通信発行 

（備 考） 

 

Ⅲ 少年健全育成対策の推進 

１） わんぱく学校 
予算額 

1,230 千円 

決算額 

1,006,860 円 

（現在の実施状況） 

１．町内の小学４・５・６年生を対象に参加者を募集し、年間を通じて様々な体験学習を行

った。 

・ 主な活動 

 事 業 名 対象学年 内  容 参加者数 

１ 夏季研修 小学４・５・６年生 
磯観察・カヤック体験・室戸廃

校水族館見学 
３８人 

２ ふるさと学習 小学５・６年生 陶芸体験  ５人 

３ 冬季研修 小学６年生 スキー・スノーボード体験 １７人 

２．ジュニアリーダーの育成 

   新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、町内の中学生を対象としたジュニアリーダ

ーの募集は行わなかった。 
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（備 考） 

 

２） 子ども会・スポーツ少年団活動支援 
予算額 

647 千円 

決算額 

647,000 円 

（現在の実施状況） 

四万十町子ども会とスポーツ少年団が相互に連携し、行っている活動に対して支援を行っ

た。 

【主な活動】 

・ 子ども会ソフトボール大会    ： 県内から８チームが参加 

・ 山・川・海ソフトボール交流大会 ： 県内から８チームが参加 

・ 子ども会新人ソフトボール大会  ： 県内から５チームが参加 

・ 四万十町子ども会連合会駅伝大会 ： １６チーム（窪川地区の小学生）が参加 

・ 鳴子踊り（台地祭り）      ： ２チームが参加 

（備 考） 

 

３） 青少年育成事業 
予算額 

1,185 千円 

決算額 

1,008,421 円 

（現在の実施状況） 

  ・ 夏の工作教室 令和４年 ８月 ６日・７日    

児童生徒４７名 保護者２１名 

  ・ 料理教室：  令和４年１０月２３日 

    児童生徒１５名 保護者 9 名 

  ・ 冬の工作教室 令和４年１２月１０日・１１日 

 児童生徒３０名 保護者１４名 

・ 銭天堂人形劇 令和５年 １月１６日 

    午前の部 ： ４０８名（町内全小学生・教員） 

    午後の部 ： ３５０名（    〃    ） 

※ 本年度も、新型コロナウイルス感染症の影響により、予定どおり実施できなかった。 

（備 考） 

 

Ⅳ 少年非行の早期発見と早期指導 

１） 青少年育成補導（青少年育成補導推進事業） 
予算額 

9,923 千円 

決算額 

9,434,206 円 

（現在の実施状況） 

１．四万十町少年補導センター 

 （１）職員等 

  所長    １人（兼務／会計年度任用職員） 

   次長    １人（兼務／町教育委員会事務局職員）  

   補導教員  １人（県教職員） 

   専任補導員 ３人（窪川地区：１人、大正・十和地区：２人／会計年度任用職員） 

   補導員  ４６人（任期：令和４年４月１日～令和６年３月３１日） 
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        〔内訳〕 窪川地区：２６人、大正地区：１０人、十和地区：１０人） 

 （２）主な活動（令和４年度） 

   ・ 定例補導  早朝、夕方、夜間、列車補導（定期的に実施） 

   ・ 特別補導  各種イベント、夏祭り等に合わせて実施。 

     回数等  窪川地区    ： ７６回（２６３人）  

 大正・十和地区 ： ５６回（３２５人） 

（３）その他の活動 

防犯教室、情報モラル教室、児童生徒指導教員連絡会、運営協議会、少年補導員総

会、西部地区補導育成センター連絡協議会等。（四国少年補導センター連絡協議会

は中止） 

２．スクールガード・リーダー事業 

   各担当地区内の小学校と連携し、登下校時に巡回することによって学校内・外や通学路

の安全確保、学校への助言等を行っている。 

 スクールガード・リーダー数 ： ３人（窪川地区 ： ２人、大正・十和地区 ： １人） 

・ 窪川小学校、川口小学校、米奥小学校、七里小学校 

・ 東又小学校、仁井田小学校、影野小学校、興津小学校 

・ 田野々小学校、北ノ川小学校、昭和小学校、十川小学校 

（備 考） 

 

Ⅴ 各種関係機関・地域等との連携 

１） 放課後子ども教室 
予算額 

30,874 千円 

決算額 

30,068,947 円 

（現在の実施状況） 

以前から、仁井田小学校、影野小学校、七里小学校、米奥小学校、窪川小学校、窪川小

学校（旧口神ノ川小学校）、川口小学校、東又小学校、田野々小学校、北ノ川小学校、十

川小学校、昭和小学校の１1校区（１２ヶ所）で放課後子ども教室を実施している。 

 登録児童数  ： ２８３人  

登録指導者数 ： １１４人 

（備 考） 

 

２） 二十歳の集い（旧成人式） 
予算額 

517 千円 

決算額 

504,129 円 

（現在の実施状況） 

民法の改正に伴い、成年年齢が１８歳となったが、令和３年度に実施した高校生を対象と

したアンケートの結果、本年度からもこれまでと同様に年度内に２０歳になる（なった）方

を対象として「二十歳の集い」を開催することとした。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が心配される状況にあったが、感染防止対策を徹底

し、次のとおり実施した。 

   実施日  ： 令和５年１月２日  

実施場所 ： 窪川四万十会館 

   出席者数 ： １０１名 （対象者 １１９人） 
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   実施内容 ： 式典、四万十町特産品抽選会、四万十町 PR 動画の上映 

   事前準備 ： 二十歳の集い実行委員会 

   実行委員 ： ４人 

   開催回数 ： ５回開催   

（備 考） 

 

  

⑥ 地域・家庭・関係機関等との連携活動充実 

Ⅰ 子ども・家庭の生活習慣の確立 

１） 地域の子育て力強化事業 
予算額 

100 千円 

決算額 

20,000 円 

（現在の実施状況） 

  地域の大人と子どもが、顔の分かり合える関係を築きながら、子どもたちが地域に誇りを

持ち、また、活動を支える住民にとっての元気の源となるよう、次の勉強会を開催した。 

・ 地域・家庭の子育て勉強会（講演会）  １月２１日  会場 ： 米奥小学校 

『子育てのレシピ～お子さんとの、いい関係づくり～』   

講 師 ： 久武夕希子（特別支援教育士･TOMO はうす代表） 

参加者 ： 児童、保護者、地域の方  計１７名 

（備 考） 

 

Ⅱ 家庭・地域の教育力の向上  

１） 学校支援地域本部事業（地域学校協働本部） 
予算額 

3,305 千円 

決算額 

2,757,659 円 

（現在の実施状況） 

学校支援地域本部事業（地域学校協働本部）の状況 

     平成２８年度開設 ： 窪川小学校、仁井田小学校、東又小学校 

 平成２９年度開設 ： 北ノ川小・中(小中で本部設置)、昭和小学校 

平成３０年度開設 ： 影野小学校、七里小学校、米奥小学校、川口小学校、興津小

学校、田野々小学校、十川小学校、十川中学校 

 令和 ２年度開設 ： 窪川中学校、大正中学校 

各校において、地域と学校が協働し、地域ぐるみで子どもを見守り育てる環境づくりを

行っている。 

・ 読み聞かせや環境整備等に力を入れて取り組んでいる。 

・ 全ての協力者（地域、保護者等）に保険を掛け、安全安心な取組を推進している。 

（備 考） 

 

 

⑦ 学習環境の向上 

Ⅰ 拠点となる施設の拡充等  

１） 生涯学習拠点施設の活用 
予算額 

220,470 千円 

決算額 

217,047,015 円 
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（現在の実施状況） 

【文化施設】（年間利用人数） ： 施設概要等 

・ 窪川四万十会館（９，３２３人）  

町民の明るく豊かな文化生活に寄与し、文化事 業の推進その他の催物の用に供す

るための施設。講演会やコンサート等の文化活動を行っている。 

・ ふるさと未来館（３，６４７人）  

町民の主体的参画と自由な発想による住民主体 の地域づくりを支援し、その効果

が広く地域に波及していくことを目的とした施設。住民のコミュニティー活動を行っ

ている。 

・ 図書館本館（１５，４１０人）  

イベント開催により、入館者数は前年度から５７７人増加（前年比１０３％）した

が、個人貸出し利用者数前年比９６％、個人貸出冊数前年比９４％と減少した。団体

貸出については、利用冊数が前年比１０４％とほぼ横ばいとなっている。 

・ 図書館大正分館（７，４８８人）  

入館者数、前年比９９％個人貸出冊数前年比９８％とほぼ横ばい。団体貸出冊数は

旧小鳩保育所へのサテライト貸出の影響で、6,286 冊（前年比１９３％）と倍増して

いる。 

・ 美術館（３６２人）  

作品点検のため約８ヶ月休館したことにより、入館者数が前年比３９％となってい

る。 

【体育施設】 ： 施設概要 

・ 窪川運動場 

町民の体育の普及振興等を図り、心身の健全な発達に寄与するための 施設。若者

から高齢者がグラウンドゴルフ・サッカー・テニス・野球等の社会体育活動を行って

いる。 

・ 勤労者体育館 

町民と町内の事業所に働く勤労者の体力増進と勤労意欲の向上を図 るための施

設。町内で働く勤労者がバレーボール、卓球などの社会体育活動を行っている。 

・ Ｂ＆Ｇ海洋センター 

町民の体育の普及振興等を図り、心身の健全な発達に寄与するための施設。若者か

ら高齢者が水泳、バレーボール、筋力トレーニング等の社会体育活動を行っている。 

（備 考） 
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